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【都道府県用調査票】 

東日本大震災を踏まえた地域防災計画の見直しに関する調査 

 

団体名  

担当者名  

電話番号  

E-mail  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 津波対策の現状等  

 

１ 被害想定等       

1-1 現行の地域防災計画において津波被害を具体的に想定していますか。   

□ ア 想定している  

□ イ 想定していない 

 

1-2 1-1で「想定している」と回答した団体について伺います。津波被害の想定の前提条件を

お教えください。 

区  分 内  容 

① 津波の高さ及び 

第一波到達時間 

 

 

区分 高さ（ｍ） 時間（地震発生後） 

津波の高

さが最高

のもの 

  

到達時間

が最短の

もの 

 

 

 

 

【調査の概要】 

１ 調査目的 

   この調査は、消防庁が設置した「地域防災計画における地震・津波対策の充実・強化に関

する検討会」において、地域防災計画の見直しについての留意点等を取りまとめるに当たり、

検討の参考とするものです。 

※ 当該検討会の概要等（第１回検討会：6/17開催）については、次のＵＲＬをご覧くだ

さい（http://www.fdma.go.jp/disaster/chiikibousai_kento/index.html） 

 

２ 調査対象時点 

平成２３年７月●日（ただし、設問に調査時点を明記している場合はそれによる） 

 

３ 調査対象 

   ４４団体（岩手県、宮城県、福島県を除く） 

    

４ 対象災害 

   津波災害及び地震災害（原子力災害及びその他の災害は除く） 

 

（案）  
資料 5-1 



2 
 

② 被害想定（死者数）（人） 

 

死 者 数 

負傷者数 

③ 被害想定（住家被害）（棟）

 

全  壊 

半  壊 

④ 被害想定の手法 

（自ら実施、業者委託等） 

 

⑤ 被害想定を実施した年度 

 

 

⑥ 被害想定に要した金額（円）

 

 

 

 

1-3 1-1で「想定していない」と回答した団体について伺います。その理由は何ですか（複数

回答可）。 

□ ア 海岸線を有していないため、津波被害のおそれがない 

□ イ 被害想定を行う知識・ノウハウがない 

□ ウ 費用が掛かる 

□ エ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

２ 津波浸水予測図、津波避難計画策定支援マニュアルの作成等 

2-1 貴団体において、次の項目を考慮した津波浸水予測図を作成していますか。あてはまる

ものを全てお答えください（複数回答可）。 

□ ア 大津波（３ｍ以上）と津波（３ｍ未満、１～２ｍ）を区別した浸水予測 

□ イ 地震規模や震源域に応じた浸水予測 

□ ウ 潮位に応じた浸水予測 

□ エ 地震による地盤沈下に応じた浸水予測 

□ オ 海岸堤防等の機能する・しないに応じた浸水予測 

□ カ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

2-2 市町村の津波避難計画の策定を支援するためのガイドライン、マニュアル等を策定して

いますか。 

□ ア 策定している 

□ イ 策定中  

□ ウ 策定していない 
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３ 津波避難訓練、津波に関する知識の普及啓発等 

3-1 津波避難訓練について伺います。住民が参加する津波避難訓練を実施していますか。あて

はまるものを１つだけお答えください。 

□ ア 毎年実施している 

□ イ 毎年ではないが実施している 

□ ウ 実施していない 

 

3-2 3-1で「ア 毎年実施している」又は「イ 毎年ではないが実施している」と回答した団

体について伺います。津波避難訓練で実施している項目は何ですか。あてはまるもの全て

をお答えください（複数回答可）。 

□ ア 津波警報や避難勧告・指示の伝達 

□ イ 広報車等による情報伝達 

□ ウ マスコミ等による情報伝達 

□ エ 防災行政無線による情報伝達 

□ オ 水門の閉鎖 

□ カ 指定された避難先への避難 

□ キ 津波避難ビル等への避難 

□ ク 災害時要援護者を対象とした避難 

□ ケ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

3-3 貴団体で実施している住民啓発活動についてお伺いします。津波避難に関して広報活動と

して行っている項目は何ですか。あてはまるもの全てをお答えください（複数回答可）。 

□ ア 第１波よりも第２波以降の方が高くなる可能性があるなどの津波の基礎知識 

□ イ 津波到達までの避難猶予時間の周知 

□ ウ 津波高さの周知 

□ エ 指定された避難先の周知 

□ オ 緊急・一時的な避難先（津波避難ビル等）の周知 

□ カ 指定された避難経路の周知 

□ キ 津波浸水予測図（ハザードマップ）の周知 

□ ク その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

４ 防災体制等の整備 

4-1 今回の大震災により、市町村では災害対応を行う施設（庁舎）の機能の喪失又は著しい

低下等が見られましたが、このような場合も想定し、災害対策本部を設置する、貴都道府県

庁舎の代替施設・代替機能等について定めていますか。     

□ ア 定めている 

□ イ 定めていない  
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4-2 4-1で「定めている」と回答した団体について伺います。その内容についてご教示くだ

さい（優先順位毎に施設名及び設備の有無について具体的にご記入ください）。 

 

 

優先順位 

 

施 設 名 

 

非常用電源設

備の有無 

貯水タンクの

有無 

第１順位    

第２順位    

第３順位    

    

    

 

 

4-3 都道府県内の市町村が被災した場合、災害初動期における貴都道府県から市町村への災

害対応支援（職員のチーム派遣等）の仕組みを整備していますか。  

□ ア 整備している  

□ イ 整備していない 

 

4-4 4-3で「ア 整備している」と回答した団体について伺います。その内容についてご教

示ください（具体的にご記入ください）。 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 大規模災害発生時等の対応  

 

１ 地域防災計画等における情報収集手段・情報伝達等 

1-1 地域防災計画等において（大震災発生直前）、災害対応初動期にどのような手段で被害

情報の収集を行うこととなっていますか（複数回答可）。   

□ ア 気象庁防災情報提供システム 

□ イ 全国瞬時警報システム（J-ALERT） 

□ ウ 都道府県の出先機関 

□ エ 市区町村 

□ オ テレビ  

□ カ ラジオ  

□ キ 都道府県防災ＦＡＸ 

□ ク 気象庁ＦＡＸ 

□ ケ インターネット  

□ コ 民間気象会社 

□ サ 潮位計 

□ シ 震度計 

□ ス 海面監視カメラ 
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□ セ 使送(職員等) 

□ ソ 特に定めていない 

□ サ その他（具体的にご記入ください。）  

 

 

 

 

1-2 貴団体の都道府県防災行政無線（衛星系含む）の耐震措置及び非常用電源の有無等につ

いてお教えください（下記の空欄に、ご記入ください） 

耐震措置の有無等 区分毎に有・無を記入（「有」の場合は具体的措置の内容を記入） 

 区  分 有無 具体的措置 

親局   

中継局   

その他（      ）   

非常用電源の有無等 区分毎に有・無を記入（「有」の場合は具体的措置の内容を記入） 

 区  分 有無 具体的措置（確保時間も記入）

 親局   

 中継局   

 その他（      ）   

 

 

２ 今回の東日本大震災における貴団体の対応等 

2-1 大震災発生直後、災害対応初動期にどのような手段で被害情報の収集を行いましたか

（複数回答可）。   

□ ア 気象庁防災情報提供システム  

□ イ 全国瞬時警報システム（J-ALERT） 

□ ウ 都道府県の出先機関 

□ エ 市区町村 

□ オ テレビ  

□ カ ラジオ  

□ キ 都道府県防災ＦＡＸ 

□ ク 気象庁ＦＡＸ 

□ ケ インターネット  

□ コ 民間気象会社 

□ サ 潮位計 

□ シ 震度計 

□ ス 海面監視カメラ 

□ セ 使送(職員等) 

□ ソ 特に定めていない 

□ タ その他（具体的にご記入ください。）  
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2-2 大震災発生直後、管内市町村への情報伝達方法として都道府県防災行政無線を使用しま

したか。 

また、それはどのような内容を情報伝達するために使用しましたか。 

 □ 使用した 

 □ 使用しなかった 

 

 2-3 2-2で「使用した」と回答した団体について伺います。どのような内容を伝達しましたか

お教えください（複数回答可）（具体的にご記入ください）。   

 

 

 

 

 

2-4 東日本大震災における住民への情報伝達における反省点等（よかった点を含む。）は何で 

すか（大震災発生時に、都道府県防災行政無線（衛星系含む）が機能しなかった場合にはその

内容も記入してください。）。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 東日本大震災を踏まえた地域防災計画の見直しの動向  

 

１ 地域防災計画の見直しの動向 

1-1 東日本大震災を踏まえ、地域防災計画の見直しを開始しましたか。  

□ ア 開始した 

□ イ 開始していない 

 

1-2 1-1でア「見直しを開始した」と回答された団体について伺います。いつ開始しましたか。 

 

 平成         年         月 

 

 

1-3 1-1でア「見直しを開始した」と回答された団体について伺います。どのような体制で見

直しを開始していますか（複数回答可）。 

□ ア 防災担当職員による検討 

□ イ 防災担当職員も含めた庁内職員による検討会等の設置 

□ ウ 外部有識者を含む検討会等の設置 

□ エ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

（伝達内容） 

 
 

２３  
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1-4 1-1でイ「見直しを開始していない」と回答された団体について伺います。それはなぜで

すか（複数回答可）。 

□ ア 国の防災基本計画の修正を待ってから 

□ イ 他の都道府県の地域防災計画の修正を待ってから 

□ ウ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

1-5 地域防災計画の見直しの時期はいつ頃を予定していますか。 

 

 平成         年         月頃 

 

 

２ 津波被害想定の見直しの動向 

2-1 津波に関する被害想定の見直しを開始しましたか。  

□ ア 開始した 

□ イ 開始していない 

 

2-2 被害想定の見直しの時期はいつ頃を予定していますか。 

 

 平成         年         月頃 

 

 

３ 先進事例・奏功事例等 

貴都道府県及び管内の市町村における津波対策について、次の事項に係る先進事例や、今回

の東日本大震災における奏功事例等について、ご紹介ください（下記事項に限らず、津波対策

に係る有効な事業等で他団体の参考となるような事例であれば、何でも結構です。是非ご紹介

ください）。 

① 市町村等行政機能の喪失又は著しい低下等への支援 

② 避難指示等の住民への伝達手段、伝達体制 

③ 避難場所、避難路等の確保 

④ 災害初動期の情報収集 

⑤ 要援護者対策 

⑥ 防災事務に従事する者の安全確保 

⑦ 住民の安否情報の確認 

⑧ 物資の備蓄・輸送 

⑨ 人的支援 

⑩ 国・海外等からの支援の受け入れ 

⑪ 津波防災教育・訓練 

⑫ 大規模又は長期にわたる災害への対応 

⑬ 津波知識の普及啓発 
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４ その他 

  今回の大震災を踏まえ、今後の対策を進めるにあたって、重点的に検討している点や懸念し

ている点等について、ご自由に記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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【沿岸市町村用調査票】 

東日本大震災を踏まえた地域防災計画の見直しに関する調査 

 

団体名  

担当者名  

電話番号  

E-mail  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 津波対策の現状等  

 

１ 被害想定等       

1-1 現行の地域防災計画において津波被害を具体的に想定していますか。   

□ ア 想定している  

□ イ 想定していない 

 

1-2 1-1で「想定している」と回答した団体について伺います。津波被害の想定の前提条件を

お教えください。 

区  分 内  容 

① 津波の高さ及び 

第一波到達時間 

 

区分 高さ（ｍ） 時間（地震発生後） 

津波の高

さが最高

  

【調査の概要】 

１ 調査目的 

   この調査は、消防庁が設置した「地域防災計画における地震・津波対策の充実・強化に関

する検討会」において、地域防災計画の見直しについての留意点等を取りまとめるに当たり、

検討の参考とするものです。 

※ 当該検討会の概要等（第１回検討会：6/17開催）については、次のＵＲＬをご覧くだ

さい（http://www.fdma.go.jp/disaster/chiikibousai_kento/index.html） 

 

２ 調査対象時点 

平成２３年７月●日（ただし、設問に調査時点を明記している場合はそれによる） 

 

３ 調査対象 

   津波被害が想定される市区町村（６１９団体） 

   ※ ただし、別途調査を行う、岩手県（１２団体）、宮城県（１５団体）、福島県（１０団体）

の被災沿岸市町村（３７団体）を除く。 

 

４ 対象災害 

   津波災害及び地震災害（原子力災害及びその他の災害は除く） 

 

（案）  

資料 5-2 
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 のもの 

到達時間

が最短の

もの 

  

② 被害想定（死者数）（人） 

 

死 者 数 

負傷者数 

③ 被害想定（住家被害）（棟）

 

全  壊 

半  壊 

④ 被害想定の手法 

（自ら実施、業者委託、県の

被害想定を使用等） 

 

⑤ 被害想定を実施した年度 

 

 

⑥ 被害想定に要した金額（円）

 

 

 

 

1-3 1-1で「想定していない」と回答した団体について伺います。その理由は何ですか（複数

回答可）。 

□ ア 被害想定を行う知識・ノウハウがない 

□ イ 費用が掛かる 

□ ウ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

２ 津波ハザードマップの作成、津波避難困難地域の把握、津波避難計画の作成等 

2-1 貴団体において、次の項目を考慮した津波ハザードマップを作成していますか。あては

まるものを全てお答えください（複数回答可）。 

□ ア 大津波（３ｍ以上）と津波（３ｍ未満、１～２ｍ）を区別した浸水予測 

□ イ 地震規模や震源域に応じた浸水予測 

□ ウ 潮位に応じた浸水予測 

□ エ 地震による地盤沈下に応じた浸水予測 

□ オ 海岸堤防等の機能する・しないに応じた浸水予測 

□ カ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

2-2 津波避難困難地域（津波浸水予想地域において、予想される津波の到達時間までに避難

対象地域の外へ避難することが困難な地域をいう。）を把握していますか。  

□ ア 把握している  

□ イ 把握していない 
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2-3 2-2で「把握している」と回答した団体について伺います。津波避難困難地域が解消しな

い理由は何ですか（複数回答可）。 

□ ア 津波避難タワー、防御施設（海岸堤防等）、避難路等、避難施設の建設に費用が掛

かる 

□ イ 津波避難ビルの指定について所有者等と協議が整わない 

□ ウ 災害時要援護者への避難対策が進まない 

□ エ 住民の防災意識（避難意識）が低い 

□ オ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

2-4 地域防災計画以外に、津波避難計画（名称の如何に関わらず津波避難に関する計画）を

策定していますか。   

□ ア 策定している 

□ イ 策定中  

□ ウ 策定していない 

 

2-5 地域防災計画や津波避難計画において、災害時要援護者の避難対策を定めていますか。 

□ ア 定めている 

□ イ 定めていない 

 

2-6 2-5で「定めている」と回答した団体について伺います。定めている内容について教えて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 避難勧告等の発令基準の策定状況等 

3-1 津波発生時における避難勧告等の具体的な発令基準の策定状況等について伺います。 

  「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」等を参考に、津波発生に対応し

た避難勧告等の具体的な発令基準を策定していますか。 

  □ ア 策定済み 

  □ イ 策定途中 

  □ ウ 未着手 

 

3-2 3-1で「策定済み」と回答した団体に伺います。東日本大震災を踏まえ、基準を見直す予

定はありますか。 

  □ ア 基準及び対象地区を見直す予定。又は見直し済み 

  □ イ 基準を見直す予定。又は見直し済み 
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  □ ウ 対象地区を見直す予定。又は見直し済み 

  □ エ 見直す予定なし 

 

４ 津波避難訓練、津波に関する知識の普及啓発等 

4-1 津波避難訓練について伺います。住民が参加する津波避難訓練を実施していますか。あて

はまるものを１つだけお答えください。 

□ ア 毎年実施している 

□ イ 毎年ではないが実施している 

□ ウ 実施していない 

 

4-2 4-1で「ア 毎年実施している」又は「イ 毎年ではないが実施している」と回答した団

体について伺います。津波避難訓練で実施している項目は何ですか。あてはまるもの全て

をお答えください（複数回答可）。 

□ ア 津波警報や避難勧告・指示の伝達 

□ イ 広報車等による情報伝達 

□ ウ マスコミ等による情報伝達 

□ エ 防災行政無線による情報伝達 

□ オ 水門の閉鎖 

□ カ 指定された避難先への避難 

□ キ 津波避難ビル等への避難 

□ ク 災害時要援護者を対象とした避難 

□ ケ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

4-3 貴団体で実施している住民啓発活動についてお伺いします。津波避難に関して広報活動と

して行っている項目は何ですか。あてはまるもの全てをお答えください（複数回答可）。 

□ ア 第１波よりも第２波以降の方が高くなる可能性があるなどの津波の基礎知識 

□ イ 津波到達までの避難猶予時間の周知 

□ ウ 津波高さの周知 

□ エ 指定された避難先の周知 

□ オ 緊急・一時的な避難先（津波避難ビル等）の周知 

□ カ 指定された避難経路の周知 

□ キ ハザードマップの周知 

□ ク その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

５ 津波避難に関する具体的施策等 

5-1 貴団体には、津波避難ビル（津波浸水予想地域内において、地域住民等が一時もしくは 

緊急避難・退避する施設（人工構造物に限る））がありますか。 
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□ ア ある 

□ イ ない 

 

5-2 5-1で「ア ある」と回答された団体に伺います。津波避難ビルの数及びその所有形態 

別の内訳数をお教えください。 
 

津波避難ビルの数  

うち貴団体所有 うち民間所有 うちその他団体所有

棟 棟 棟 棟

 

 

5-3 5-1で「ア ある」と回答された団体に伺います。民間施設等、貴団体以外が所有者で

ある場合の津波避難ビルの指定について、津波来襲時の避難施設としての利用時の施錠、使

用等に関して協定を締結していますか。 

□ ア 協定を締結している 

□ イ 協定を締結していない 

 

5-4 5-3で「ア 協定を締結している」と回答された団体に伺います。協定の締結状況につ

いてお教えください（協定締結の相手方区分毎に全てご回答ください） 
 

協定締結の相手方 

（民間企業、個人、県等） 

協定数 

 

協定の名称 

 

協定の内容 締結年月日 

     

     

     

     

     

     

     
 

（記入例）民間企業、 10、 津波時における一時避難施設としての使用に関する協定書、 

解錠方法・使用料・施設・備品の破損時の対応、 平成22年９月１日 

 

 

5-5 地域防災計画等において、貴団体内に存在する主な施設（学校、病院、老人福祉施設、

民間企業等）への津波警報又は避難情報等の伝達手段や伝達ルートについて、定めている事

例があれば、その内容についてお教えください。 

 

  

施 設 名 

 

伝達手段 伝達ルート 

□ ア 学校 □ □ 

□ イ 病院 □ □ 

□ ウ 老人福祉施設 □ □ 

□ エ 民間企業 □ □ 
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□ オ その他の施設（具体的にご記入ください。） 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

5-6 地域防災計画等において、避難指示等の呼びかけを行う者、水門の閉鎖に当たる者等の

防災事務に従事する者の安全確保について定めていますか。   

□ ア 定めている  

□ イ 定めていない  

 

5-7 5-6で「定めている」と回答した団体について伺います。その内容についてお教えくだ

さい（具体的にご記入ください）。    

 

 

 

 

 

６ 防災体制等の整備 

6-1 今回の大震災では、災害対応を行う施設（庁舎）の機能の喪失又は著しい低下等が見ら

れましたが、このような場合も想定し、災害対応を行う代替施設・代替機能等について定め

ていますか。     

□ ア 定めている 

□ イ 定めていない  

 

6-2 6-1で「定めている」と回答した団体について伺います。その内容についてご教示くだ

さい（優先順位毎に施設名及び設備の有無について具体的にご記入ください）。 

 

 

優先順位 

 

施 設 名 

 

非常用電源設

備の有無 

貯水タンクの

有無 

第１順位    

第２順位    

第３順位    
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Ⅱ 大規模災害発生時等の対応  

 

１ 地域防災計画等における情報収集手段・情報伝達等 

1-1 地域防災計画等において（大震災発生直前）、災害対応初動期に住民への津波からの避

難指示等を行うにあたって、どのような手段で情報収集を行うこととなっていますか（複数

回答可）。   

□ ア 気象庁防災情報提供システム  

□ イ 全国瞬時警報システム（J-ALERT）  

□ ウ テレビ  

□ エ ラジオ  

□ オ 都道府県防災ＦＡＸ 

□ カ 気象庁ＦＡＸ 

□ キ インターネット  

□ ク 民間気象会社 

□ ケ 潮位計 

□ コ 震度計 

□ サ 海面監視カメラ 

□ シ 使送(職員等) 

□ ス 特に定めていない 

□ セ その他（具体的にご記入ください。）  

 

 

 

 

 

1-2 現行の地域防災計画等において（大震災発生直前）、住民への避難指示等の情報は、ど

のような手段で伝達することとなっていますか（複数回答可）。    

□ ア 防災行政無線（屋外拡声器） 

□ イ 防災行政無線（戸別受信機） 

□ ウ ＭＣＡ無線（屋外拡声器・個別受信機） 

□ エ 有線放送 

□ オ ＩＰ告知放送システム・端末 

□ カ エリアメール 

□ キ 事前登録者への携帯電話等への電子メール配信 

□ ク ＣＡＴＶ 

□ ケ コミュニティＦＭ  

□ コ 半鐘・サイレン 

□ サ 電光掲示板（情報板、道路情報掲示板等） 

□ シ 広報車  

□ ス 消防団  

□ セ 要援護者等へのファックスによる通知 

□ ソ 特に定めていない 

□ タ その他（具体的にご記入ください。） 
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1-3 貴団体の防災行政無線（同報系）の耐震措置及び非常用電源の有無等についてお教えくだ

さい（下記の空欄に、ご記入ください） 

耐震措置の有無等 区分毎に有・無を記入（「有」の場合は具体的措置の内容を記入） 

 区  分 有無 具体的措置 

親局   

中継局   

屋外拡声子局   

戸別受信機   

その他（      ）   

非常用電源の有無等 区分毎に有・無を記入（「有」の場合は具体的措置の内容を記入） 

 区  分 有無 具体的措置（確保時間も記入）

 親局   

 中継局   

 屋外拡声子局   

 戸別受信機   

 その他（      ）   

 

 

２ 今回の東日本大震災における貴団体の対応 

2-1 大震災発生直後、災害対応初動期に住民への津波からの避難指示等を行うにあたって、

どのような手段で情報収集を行いましたか（複数回答可）。   

□ ア 気象庁防災情報提供システム  

□ イ 全国瞬時警報システム（J-ALERT）  

□ ウ テレビ  

□ エ ラジオ  

□ オ 都道府県防災ＦＡＸ 

□ カ 気象庁ＦＡＸ 

□ キ インターネット  

□ ク 民間気象会社 

□ ケ 潮位計 

□ コ 震度計 

□ サ 海面監視カメラ 

□ シ 使送(職員等) 

□ ス 特に定めていない 

□ セ その他（具体的にご記入ください。）  
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2-2 大震災発生直後、住民への避難指示等の情報は、どのような手段で伝達しましたか。 

また、伝達する際、津波警報又は津波注意報による津波の高さも併せて伝達しましたか。 

さらに津波高さが更新された際、更新された津波高さも伝達しましたか（複数回答可）。 

  

 

選択肢 

（伝達手段） 

地震関連情報 津波関連情報 生活関連

情報 

地 震 発

生 後 の

震 度 情

報 の 伝

達 

伝 達 開

始 時 間

は 地 震

発 生 後

何 分 以

内か 

津波警

報又は

注意報

による

津波高

さの伝

達 

伝達開始

時間は警

報等発令

後何分以

内か 

その後、

津波高さ

が更新さ

れた際、

更新され

た津波高

さの伝達 

伝達開始

時間は更

新された

後何分以

内か 

避難所の

場所、食

料、電力等

の情報伝

達 

□ ア 防災行政無線

（屋外拡声器） 
□ 

 

 
□ 

 
□ 

 
□ 

□ イ 防災行政無線

（戸別受信機） 
□ 

 

 
□ 

 
□ 

 
□ 

□ ウ ＭＣＡ無線

（屋外拡声器・個

別受信機） 

 

 

 

 

 

 

 

□ エ 有線放送        

□ オ ＩＰ告知放送

システム・端末 
 

 
 

 
 

 
 

□ カ エリアメール        

□ キ 事前登録者へ

の携帯電話等への

電子メール配信 

□ 

 

 

 

□ 

 

□ 

 

□ 

□ ク ＣＡＴＶ □  □  □  □ 

□ ケ コミュニティ

ＦＭ 
□ 

 
□ 

 
□ 

 
□ 

□ コ 半鐘・サイレ

ン 
□ 

 
□ 

 
□ 

 
□ 

□ サ 電光掲示板

（情報板、道路情

報掲示板等） 

□ 

 

 □ 

 

□ 

 

□ 

□ シ 広報車 □  □  □  □ 

□ ス 消防団 □  □  □  □ 

□ セ 要援護者等へ

のファックスによ

る通知 

□ 

 

 □ 

 

□ 

 

□ 

□ ソ その他（具体

的にご記入くだ

さい。） 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 

 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

  

 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

  

 

 

□ 

□ 

□ 

□ 
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2-3 東日本大震災における住民への情報伝達における反省点等（良かった点を含む。）は何です

か（大震災発生時に、市町村防災行政無線（同報系）が機能しなかった場合にはその内容も記

入してください。）。 

 

 

 

Ⅲ 東日本大震災を踏まえた地域防災計画の見直しの動向  

 

１ 地域防災計画の見直しの動向 

1-1 東日本大震災を踏まえ、地域防災計画の見直しを開始しましたか。  

□ ア 開始した 

□ イ 開始していない 

 

1-2 1-1でア「見直しを開始した」と回答された団体について伺います。いつ開始しましたか。 

 

 平成         年         月 

 

 

1-3 1-1でア「見直しを開始した」と回答された団体について伺います。どのような体制で見

直しを開始していますか（複数回答可）。 

□ ア 防災担当職員による検討 

□ イ 防災担当職員も含めた庁内職員による検討会等の設置 

□ ウ 外部有識者を含む検討会等の設置 

□ エ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

1-4 1-1でイ「見直しを開始していない」と回答された団体について伺います。それはなぜで

すか（複数回答可）。 

□ ア 国の防災基本計画の修正を待ってから 

□ イ 都道府県の地域防災計画の修正を待ってから 

□ ウ 他の市町村の地域防災計画の修正を待ってから 

□ エ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

1-5 地域防災計画の見直しの時期はいつ頃を予定していますか。 

 

 平成         年         月頃 

 

 

1-6 東日本大震災を踏まえた地域防災計画における津波対策の充実・強化に係る主な内容・

  

 
 

 
 
 

２３  
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課題は何ですか（複数回答可）。 

□ ア 被害想定の見直し  

□ イ 避難場所、避難路の確保  

□ ウ 避難指示等の住民への伝達手段  

□ エ 災害時要援護者の避難のあり方  

□ オ 防波堤、海岸堤防、水門などの津波防災施設の整備  

□ カ その他（具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

２ 津波被害想定の見直しの動向 

2-1 津波に関する被害想定の見直しを開始しましたか。  

□ ア 開始した 

□ イ 開始していない 

 

2-2 被害想定の見直しの時期はいつ頃を予定していますか。 

 

 平成         年         月頃 

 

 

 

３ その他 

  今回の大震災を踏まえ、今後の対策を進めるにあたって、重点的に検討している点や懸念し

ている点等について、ご自由に記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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